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鎌形官房長も出席するので，クールビズで良いのだ。Burberry の BlackLabel の黒いジーンズは，当目に
は普通のスラックスに見える。」とノータイ，ジーンズで式に臨みました。発足式の数日前に，星野さん
からジーンズ着用を知らされた際，これと決めたら，梃子でも動かない星野さんの性格を知っていました
ので，「クールビズだから，ジーンズなんて中途半端でなく，海パンで出席したら。」と冗談を伝えまし
た。遠目に見ても，ジーンズはジーンズですので，星野さんを知らない霞ヶ関や他大学の出席者には，驚
いた人も居たようですが，私は，星野さんらしいと思っておりました。紆余曲折あった発足式を無事終わ
らせ，樋口運営委員会委員長を交えて，四ッ谷で安堵の祝杯を挙げました。
　サステナブル経営研究推進機構の本格的活動は2020年度からですが，星野さんは，広島大学において
7	 霞ヶ関や経済界との関係で，早急に立ち上げる必要があることと，事業運営や財政問題が安定するまでは，ガバナンスの
共通点が多い国立大学を発足メンバーとした方がよいと考えた。
8	 加盟大学の学長から構成される評議員会，加盟大学代表者及び有識者から構成される運営委員会，そして信州大学に事務
局を置く組織として発足した。評議員会議長は，４大学の学長・理事の互選で濱田州博信州大学学長が就任し，実際の運
営を担う運営委員会委員長に樋口一清教授，同副委員長に星野一郎さん，事務局長を私が務めるという態勢。
9	 来賓の肩書きは2019年６月24日時点。鎌形氏は，2019年７月から環境省事務次官。
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も，マネジメント専攻の運営業務だけでなく，大学院改組など，多くの仕事を抱えており，そのため，著
書出版が数年遅れていることを悩んでいました。７月末の電話で，「出版社から，最後通牒を受けそうな
ので，何とか仕上げなければならない」と星野さんから言われていたので，８月上旬に星野さんに「原稿
執筆の邪魔にならないよう，９月末まで，電話もメールもしないから，執筆作業に専念して欲しい。」と
電話したのが，星野さんとの最後の会話となってしまいました。
　サステナブル経営研究推進機構の具体的な活動のための資金確保に取り組むために政府補助金を申請す
ることになり，９月20日から再三，電話，メールで星野さんと連絡を取ろうとしました。９月末まで連絡
しないと約束していましたが，10日位早く連絡してもよいだろうと思いました。しかし，星野さんから返
信はありませんでした。これまでであれば，数時間以内に何らかの返信があったので，どうしたのだろう
と思いましたが，星野さんに異変があったとは露程も考えておりませんでした。余りにも星野さんと連絡
が付かないので，管理職である星野さんが数日も連絡を絶つことは不可能なので，マネジメント専攻事務
部に連絡しました。そして，星野さんの急逝を知らされたのは，2019年９月25日のことでした。頭が真っ
白になるというのは，このことでした。そして，涙が溢れ出しました。
　2019年春から，星野さんから「疲れが取れない。」と聞かされていましたが，毎晩のように広島の繁華
街流川に飲みに行くなど，星野さんの日常生活を知っておりましたので「そろそろ，生活の改善を考えた
ら。」と伝えていましたが，急逝されるとは，全く考えておりませんでした。星野さんとは，お互いの
ドック検査数値も伝え合う関係で，私よりも遙かに健康で，私の方が，あの世には遙かに近いと思ってい
ました。私は，2017年末に大病を煩い，現在も治療中ですが，私の病気を知らせた数少ない友人が星野さ
んでした。星野さんは，常に私の体調や，それに伴う精神状態を心配してくれました。星野さんが，多忙
を極める身で，サステナブル経営研究推進機構の活動に参加してくれた一因には，私の体調を慮ってとい
うことがあったと思っております。
　そのような畏友であった星野さんを失って，心に大きな穴が空いてしまいました。私の研究室には，
ネット上で見つけた星野さんの2012年頃の写真を遺影として飾っています。大学院修了式の写真でしょう
か，スーツにネクタイという「常識的」な服装で，ソファーに掛けて，微笑んでいる写真です。
　国立大学法人改革という名目で信州大学でも大学院改組が行われますが，その改組は，社会的使命を忘
れた弥縫策です。サステナブル経営研究推進機構発足の際に考えたことと正反対ですが，星野さんの遺影
を見つめ，「諦めたら，そこで終わり。最後まで諦めない。」という星野さんの言葉を思い出し，星野さん
と語った理想に少しでも近づくよう歯を食いしばっています。
　星野さんが2019年９月14日付けで従四位瑞宝小綬章を授与されたと伺いました。「どうせなら，従一位
か文化勲章を受け取りたかった」と，星野さんは真顔で言うのではないかと思いました。星野さんとの思
い出は尽きません。これから，前向きな仕事に二人で臨もうと思っていた矢先で，最も大切な仲間を失っ
てしまいました。あの世の星野さんに恥じないような人生を歩むことで，星野さんに応えて行くことに致
します。合掌。
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